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平成2６年度　第５回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成26年１０月６日（月）1８:00～2０:２0
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長、綾委員、石田委員、小笠原委員、下村委員、曽和委員、多々納委員、田中丸委員、福田委員　計９名（欠席：中嶋委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
 (1) 近年の降雨について
　○短時間の豪雨による内水浸水を防ぐためには、下水道の排水能力の向上を図るべき。

　○「60分雨量」、「日雨量」、「時間雨量」等の定義を記載すべき。
　○大阪府における降雨の傾向を今回の観測地点数のデータだけで断定するのは早計ではないか。

　○観測地点における降雨発生回数だけでなく、面積的な広がりも考慮すべきではないか。

　○新たな水害リスクに対しては、関係部局が連携して対応すべきであることから、行政体制のあり方といったものが検討課題になるのではないか。また、新たな降雨傾向に対する新たなリスク評価が必要ではないか。
　●寝屋川流域は、河川部局と下水道部局が連携して浸水対策を進めている。また、河川部局が所管する外水氾濫のリスクだけではなく、下水道部局が所管する内水浸水のリスク周知も重要だと考えている。
　〇大阪府の洪水リスク表示図は、一部を除き大阪府管理河川のみを対象として、外水氾濫しか扱っていない。国や市の管理河川等も含めたリスク評価を実施することについて、府も検討すべきではないか。
同じ確率降雨でも、想定する条件が違えば外力は異なるものとなる。一般府民にご理解いただくためには、この点について整合を図った上で、治水施設の実力を評価することが望ましいが、まずは実力の評価の仕方について検討をしていないことの方が問題である。どのような雨に対してどの程度の治水能力を有しており、何が問題かということについて把握すべき。
　○大阪での近年の主な水害の原因は何か。
　●近年において、浸水戸数が1,000件程度を超える水害の原因は、主に内水によるものであると考えられる。
　○今ここで議論すべき事項には、近年の降雨に対するこれまで進めてきた事業の安全性やまち全体の洪水防御システムの性能評価をどこまで、どのように実施するかということも入ってくるのではないか。

　○平成２４年の豪雨により寝屋川市を中心に浸水被害が発生しているが、計画に基づく整備が進めば、同程度の雨に対して被害は軽減されるのか、同じような被害が発生するのか。
　●整備が進めば、幾分か被害は軽減されるが、やはり大きな被害が発生すると考えられる。
　○住民は、局所的な対応など、短時間で効果的な対応を望むだろう。
　●浸水リスクを軽減する取組みを進めることはもとより、まずは浸水リスクの大きい地域であることを住民の皆様にご理解いただくことが重要であると考える。
　○降雨の特性や、洪水防御システムの性能評価などについて、治水専門部会で検討を行う。
(2) 淀川水系神崎川下流ブロック河川整備計画について
　○矢倉海岸の土地の管理者はだれか。
　●河川と民地の境界は明確に定まっていない。
　○防災船着場が有する機能は。また、災害避難計画のようなものは作られているのか。
　●神崎川筋で５箇所ほど防災船着場を整備している。災害時に、陸上輸送に代わり、船舶を利用して緊急物資と人員を円滑に輸送するものである。平常時にも、オープンスペースとして地域の活動に利用できる。神崎川を活用した防災ネットワークについて、参考資料に記載している。
　〇防災船着場については、何に使うことを想定としているのか説明があったほうがよい。

　○高潮、地震、津波の外力の説明について、参考資料等に丁寧に記載すること。
　○治水目標及び治水手法の検討を行う際に、高潮堤防扱いとなっていない箇所が破堤していたが、その区間にパラペットを設置して、治水安全度を確保すればよいのではないか。

●被害が最大となるケースにおいて検討を行っているため、一定の区間のみが計画高水位（以下、HWL）を超過し、破堤しているが、その区間から上流においても水位はHWLを超過しており、破堤する可能性がある。そのため、これら上流区間についてもパラペットを設置することにもなるうえ、河道内の水位が上がることにより、破堤した場合の被害の増大に繋がることからも、パラペットの設置案については原則治水手法の検討対象としていない。
　○委員の意見を河川整備計画（原案）に反映させた上で、次回以降、継続して審議を行う。
(３) 淀川水系神崎川ブロックの流域の概要について
　○今後、委員の現地視察を行った上で、審議を行う。
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